
館山法人会報
  TATEYAMA　HO-JIN　KAIHOU　

法人会の「理念」
法人会は税のオピニオンリーダーとして
企業の発展を支援し　地域の振興に寄与し
国と社会の繁栄に貢献する
経営者の団体である

第４７回定時総会・表彰式　

消費税引き上げに伴う価格設定について禁止される表示・禁止され　

　ない表示ほか　 館山税務懇話会特別例会　

館山税務署人事異動・署長挨拶ほか　 地方税も電子申告・エルタックス

法人会全国女性フォーラム富山大会　 令和２年度税制改正要望　

理事会・委員会・部会の動き　 優良申告法人表敬・今後の事業実施予定

健康を支える睡眠のリズム　 税に関する「絵はがきコンクール」

このシール
を切り取り決算書の別表右下欄に貼付して

主 な 内 容
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「地獄覗き」はスリル満点。
　奇石が突き出した地獄のぞきは圧巻。

百石観音（百石＝約30ｍ）千五百羅漢（1553体）

鋸山からの絶景　
　十州一覧　安房・上総・下総・常陸・上野・下野
　　　　　　武蔵・相模・伊豆・駿河
東京湾一望　

大仏（薬師瑠璃光如来）
日本一の磨崖仏　
総高31.05ｍ 御丈 21.3 ｍ　
奈良の大仏の1.7倍
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めざします　企業の繁栄と社会への貢献
任
期
満
了
に
伴
う
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改
選

副
会
長
に　

鈴
木
義
康
氏　

平
野
好
正
氏

　
　
　
　
　

秋
山
準
治
氏　

綱
嶋
茂
信
氏

会
長
に
本
間
亨
氏

令和元年度

第
四
十
七
回
定
時
総
会

記
念
講
演
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館
山
税
務
署
７
月
人
事
異
動

髙
山
署
長
ら
新
幹
部
を
迎
え
て

　
　
　
　
　

納
税
推
進
へ
館
山
税
務
懇
話
会
が
歓
迎
会

柿
薗
俊
一
署
長
は
退
任

後
任
髙
山
昇
署
長
は
麻
布
署
法
人
税
担
当
特
別
調
査
官
か
ら
着
任

館山税務懇話会
＝納税協力 10団体＝

公益社団法人
館山法人会 本 間　 亨

一般社団法人
館山青色申告会 西 川　 和 広

千葉県税理士会
館山支部 葛 西　 博

館 山 間 税 会 本 橋　 亮 一

館山税務署管内
納税貯蓄組合連合会 鈴 木　 亮 二

千葉県酒造組合
安房支部 亀 田　 雄 司

館 山 商 工 会 議 所 石 渡　 和 男

安房郡市
商工会長協議会 島 田　 誠 一

館山小売酒販組合 今 井　 義 明

千葉県卸酒販組合
安房支部 川 名　 光 俊
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離
任
の
あ
い
さ
つ

前館山税務署長

着
任
の
あ
い
さ
つ

館山税務署長
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館山署新体制プロフィール ①前任部署　②出身地　③趣味

署　長

①麻布法人特官 
　特別国税調査官
②東京都
③園芸・旅行

①留任
②宮崎県
③読書・渓流釣
　り

徴収部門
統括国税徴収官

①京橋法人課税第
　5部門統括官
②富山県
③ガーデニング

法人課税第１部門
統括国税調査官

①木更津管理運営
　第2部門統括官
②千葉県
③読書・水泳

管理運営第２部門
統括国税徴収官

①渋谷資産課税　
　国際税務専門官
②大阪府
③海外旅行

資産課税部門
統括国税調査官

①留任
②鹿児島県
③車・オーディオ

総務課長

①留任
②石川県
③車・旅行

個人課税第１部門
統括国税調査官

①横浜中法人特官
　連絡調整官
②福島県
③読書・ドライ
　ブ

法人課税第２部門
統括国税調査官

①留任
②東京都
③旅行

管理運営第１部門
統括国税徴収官

①千葉東開発特
　官連絡調査官
②栃木県
③ドライブ・　
　釣り

個人課税第２部門
統括国税調査官

①留任
②東京都
③サイクリング

法人課税第１部門
調査官（審理担当）

①王子総務課会計
　係長
②群馬県
③読書・スポー
　ツ観戦

総務係長

離
任
の
あ
い
さ
つ

前法1統括官
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大会日程

●第１部　記念講演
　「わが映画人生」
講師　俳優・映画監督　　　　　　　　　
　　　　　　　　奥田　瑛二氏

●第２部　大会式典
　スローガン唱和
　活動報告・事例発表
　大会宣言ほか

●第３部　懇親会平成 31年４月25日
法人会全国女性フォーラム　富山大会

わたしたち法人会女性部会は
　法人会組織の一員として
研修、交流を通じた部会員の
資質向上と社会への

貢献をめざす法人会活動の
充実に努めます

日 程

会 場

平成31年 4月 25日㈭富山大会 富山産業展示館テクノホール

女性部会スローガン

大　会　宣　言

　雄大な立山連峰を見渡せる水の王国、ここ富山県において私た
ちは「第 14回法人会全国女性フォーラム」を開催することができ
ました。
　私たち女性部会は、税を中心として社会に貢献する法人会の一
員として、租税教育など税の啓発活動や社会貢献活動に日々積極
的に取り組んでいます。
　特に未来を担う小学生が、税の仕組みや、税の大切さを学ぶ「税
に関する絵はがきコンクール」は、各地域の租税教育の中で重要
な活動となっており、今後更にその取り組みを充実させていくこ
ととしています。
　富山県は、有数の米どころであることや、ものづくりの伝統、
日本海屈指の工業集積など優れた産業基盤があります。
　また、全国１位の持ち家率などが示すように、居住水準は全国
のトップクラスで、勤勉かつ地域のつながりを大切にする県民性、
女性の就業率の高さと合わせて住みよい環境が形成されています。

　今、日本は少子高齢化社会を迎え労働人口が減少していること
もあり、女性が社会で活躍することへの期待は、かつてないほど
に高まりをみせています。
　あらゆる分野における女性の活躍を実現するため、私たち女性
部会も、長年積み重ねてきた法人会活動の経験をもとに、一人ひ
とりが煌めく存在として、更なるステージへと向かおうではあり
ませんか。
　ここ富山の地において、高鳴る期待に胸を膨らませ、以上。宣
言いたします。

大会キャッチフレーズ

煌めく女性の輪
　　　―富山から未来へ―

　　　煌めく女性の輪　―富山から未来へ―



13

令和２年度 税制改正要望 公平で健全な税制の実現を目指して中小企業の活性化につながる
税制の提言を千葉県連を通じて全法連へ提出

　　　令和２年度　税制改正要望事項（館山法人会）
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新
年
度
事
業
計
画
ほ
か
審
議

Ｔ
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つ
い
て
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修
会
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会 
等

新年度第１回理事会　4月 16日

第 1回広報委員会　7月 19日

令
和
元
年
福
利
厚
生
制
度
推
進
大
会

を
開
催

地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動

広
報
委
員
会

厚
生
委
員
会

青
年
部
会

第 1回税制委員会　5月９日

令
和
２
年
度
税
制
改
正
要
望
協
議

税
制
委
員
会
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チャリティボーリング大会　２月 13日

定時総会　５月 15日

女性部会　役員会　3月 26日

女
性
部
会

若
潮
マ
ラ
ソ
ン
会
場
で

　
　

地
域
社
会
貢
献
活
動

　

イ
ベ
ン
ト
支
援
・
節
電
Ｐ
Ｒ
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定時総会　5月８日

医
療
部
会

定時総会　5月 23日

源
泉
研
究
部
会

定時総会　5月 15日

源
泉
所
得
税
法

　

改
正
に
つ
い
て
研
修

仮
想
通
貨
と
税
金
に
つ
い
て
研
修

優良申告法人表敬 有限会社三平商会・株式会社吉田屋・コハラ工業株式会社

法人名　コハラ工業 株式会社
本店所在地　南房総市白浜町
　　　　　　滝口7409
代表者名　　代表取締役　
　　　　　　小原　清美
事業内容　　港湾土木（潜水作業）
資　本　金 　1,000万円　
従　業　員　 32名

法人名　株式会社 吉田屋
本店所在地　鴨川市西町1179
代表者名　　代表取締役　
　　　　　　武田　將次郎
事業内容　　旅館「鴨川館」他宿
　　　　　　泊施設運営等
資　本　金　9,000万円
従　業　員　190名

法人名　有限会社 三平商会
本店所在地　館山市安布里743
代表者名　　代表取締役　
　　　　　　三平　真司
事業内容　　新車・中古車販売と
　　　　　　修理全般他　
資　本　金　480万円
従　業　員　42名
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今 後 の 事 業 実 施 予定

木
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◆ 

睡
眠
不
足
を
取
り
戻
そ
う
と
休
日
は

寝
だ
め
を
し
た
、
そ
の
結
果
は
…

◆ 

平
日
も
休
日
も
起
床
時
間
は
一
定
に

し
ま
し
ょ
う

◆ 

社
員
の
睡
眠
時
間
は
、
会
社
の
業
績

に
も
影
響

健
康
を
支
え
る
睡
眠
の
リ
ズ
ム
、

会
社
の
業
績
に
も
影
響

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

柏　

木　

勇　

一
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千倉小学校　入選作品

鋸南小学校　入選作品

4

千倉小学校 6年　江野口陽翔

千倉小学校 6年
鈴木　翠

鋸南小学校 6年
川名伶奈

鋸南小学校 6年
柴田真奈

鋸南小学校 6年
助川貴音

千倉小学校 6年
青木優和

千倉小学校 6年
青木優月

千倉小学校 6年
青木理央

千倉小学校 6年　加藤想南

鋸南小学校 6年　池田帆香 鋸南小学校 6年　今井咲菜

鋸南小学校 6年　岡本　桜

鋸南小学校 6年
篠宮　尊

鋸南小学校 6年　川名結月

鋸南小学校 6年
東瀬　葵

鋸南小学校 6年
平田凜花

鋸南小学校 6年　福原綾子 鋸南小学校 6年　松尾芭奈

千倉小学校 6年　栗原彰人

入　選（鋸南小学校）入　選（千倉小学校）

千倉小学校 6年
田中秀朋

千倉小学校 6年
長谷川明奈

千倉小学校 6年
石井悠尋

千倉小学校 6年　柿原梨乃

五十音順
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日
本
寺
は
今
か
ら
約
千
三
百
年
前
、聖
武
天
皇
の
勅
詔
と
、光
明
皇
后
の
お
こ
と
ば
を
う
け
て
、

神
亀
二
年
六
月
八
日
（
西
暦
七
二
五
年
）
高
僧
行
基
菩
薩
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
関
東
最
古
の
勅

願
所
で
す
。
正
し
く
は
乾
坤
山
日
本
寺
と
称
し
、時
に
帝
よ
り
は
わ
が
国
の
国
号
を
冠
す
る
「
日

本
寺
」
の
勅
額
、
宸
翰
な
ら
び
に
黄
金
五
千
貫
を
、
皇
后
よ
り
は
御
手
づ
か
ら
の
刺
繍
に
な
る

三
十
三
観
音
の
軸
物
お
よ
び
御
戸
帳
料
綾
錦
十
匹
を
賜
り
ま
し
た
。

　
初
め
は
法
相
宗
に
属
し
、
次
い
で
天
台
、
真
言
宗
を
経
て
徳
川
三
代
将
軍
家
光
公
治
世
の
時
、

曹
洞
宗
と
な
っ
て
今
日
に
及
ん
で
い
ま
す
。
現
存
の
古
碑
銘
に
あ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
は
七
堂
、

十
二
院
、
百
坊
を
完
備
し
て
、
良
弁
僧
正
、
慈
覚
大
師
、
弘
法
大
師
な
ど
の
名
僧
が
訪
れ
修
業

し
た
我
が
国
で
も
ま
れ
に
み
る
古
道
場
で
す
。
本
尊
の
薬
師
瑠
璃
光
如
来
は
日
本
三
大
薬
師
の

随
一
と
し
て
尊
敬
を
集
め
、
江
戸
時
代
の
最
盛
期
に
は
実
に
三
百
万
人
講
の
名
を
も
っ
て
東
海

千
五
百
羅
漢
彫
刻
の
大
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
四
年
六
月
、
四
ヵ
年
に
わ
た
る
復
元
工
事
に
よ
っ
て
再
現
し
た
名
実
と
も
に
日
本

最
大
の
大
仏
（
磨
崖
仏
と
し
て
）
さ
ま
で
す
。

　
原
型
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
、
大
野
甚
五
郎
英
令
が
門
弟
二
十
七
名
と
と
も
に
三
ヶ
年

を
費
や
し
て
現
在
の
地
に
彫
刻
完
成
し
た
も
の
。

　
当
山
曹
洞
第
九
世
、
高
雅
愚
伝
禅
師
の
発
願
に
よ
り
、
上
総
桜
井
（
現
木
更
津
）
の
名
工
、

大
野
甚
五
郎
英
令
が
安
永
八
年
（
一
七
七
九
年
）
か
ら
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
年
）
に
至
る
前
後

二
十
一
年
間
、
門
弟
二
十
七
名
と
と
も
に
生
涯
を
か
け
て
千
五
百
五
十
三
体
の
石
仏
を
刻
み
、
太

古
よ
り
の
風
蝕
に
よ
っ
て
で
き
た
奇
岩
霊
洞
の
間
に
安
置
し
奉
っ
た
も
の
で
す
。

　
昭
和
四
十
一
年
五
月
、
六
ヵ
年
の
歳
月
を
費
し
て
完
成
し
た
大
観
音
石
像
で
す
。
第
二
次
世

界
大
戦
の
犠
牲
者
の
供
養
と
世
界
平
和
、
航
海
・
航
空
陸
上
交
通
の
安
全
を
祈
願
し
て
い
ま
す
。

【
表
紙
】
乾
坤
山　

日
本
寺 

創
建
（
伝
）
七
二
五
年
（
神
亀
二
年
）

●会報  第118号　●発行年月日  令和元年8月25日　●発行責任者  本間　亨　●編集責任者  島田  誠一
●発行者 館山法人会　●電話  0470 - 22 - 1389　●ＦＡＸ  0470 - 23 - 3195

女性部会が主導。青年部
会が行った租税教室のあと
絵はがき作成依頼。
　今年は千倉小学校、鋸南
小学校で実施（6年生対象）。

鋸
南
小
学
校
６
年　

大
胡　

飛
翔

　
宗
派
　
曹
洞
宗
　
本
尊
　
薬
師
瑠
璃
光
如
来
　
開
山
　
伝
・
行
基

鋸
南
小
学
校
６
年　

坂
井　

和
香

千
倉
小
学
校
６
年　

渡
辺　

花
奈

千
倉
小
学
校
６
年　

堀
江　

愛
花

館
山
法
人
会
長
賞

館
山
法
人
会
青
年
部
会
長
賞

館
山
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

館
山
税
務
署
長
賞

4

編 集 後 記

千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町
鋸
山
　
電
話
〇
四
七
〇（
五
五
）一
一
〇
三




